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【教育実践レポート】
Introduction to “Upgrade Seminar in Chemistry” Offered in Department of 
Chemistry, School of Science
Takahiro SATO※ 1, Masayuki IZUMI※ 1, Shusuke YAMANAKA※ 1, and Nobuto YOSHINARI※ 1
Supported by the "Program for Promoting High-Quality University Education," Department of 
Chemistry, School of Science started offering "Upgrade Seminar in Chemistry" to the second grade 
undergraduate students belonging to the Department in 2009. In the seminar, each student selects 
by himself a theme of the independent study to do self-learning using textbooks, monographs, 
and internet. The instructor and other students joining the seminar ask questions to the report of 
the independent study to help the student to prepare his presentation of the independent study. 
After self-learning of several weeks, each student makes a 10-minute oral presentation, and other 
students who join the seminar make questions to the presentation, which is a good experience for the 
student to improve the presentation skill. This seminar is a typical example of the "active learning" 
recommended for the high-quality university education.































































































































































































-Ch = OA = na1 + ma2   (n,m)
(n, m は整数, 0   |m|   n)
a1 & a2 単位ベクトル
-Chiral angle （キラル角度）  はキラルベク
トルChと単位ベクトルa1の間の角度
0   | |   30 
-チューブの直径












































































8. 分子性結晶をつくる様々な結合（物質をつくる各種の結合とその機構について化学的な観点から学習する；参考書：「分子結晶」（J. D. 
ライト　江口訳））
9. 分子性結晶の物性化学（分子のつくる結晶の構造と物性を分子科学的な観点から調べる；参考書：「結晶の分子科学入門」（講談社））
10. 相転移（物質理解の基礎になる各種の相転移現象について熱力学的な観点から調べる；参考書：「相転移の分子熱力学」（朝倉））
11. 分子性の磁性体，超伝導体（有機ドナー，アクセプター分子，ラジカル塩などの性質について；参考書：「有機電子物性」（培風館））
12. 生物の体作りと分子（分子がどのように生命を形成しているのかについて調査する；参考書：「すべては卵から始まる」西田宏記 著・
岩波書店）
13. 化学進化と生命の起源（生体を構成する分子の誕生から生命の起源についての学説を調査する；参考書：「生命の起源 -化学進化から
のアプローチ」原田 馨・UPバイオロジー）
14. 化学反応（参考書：「化学反応はなぜ起こるか」上野景平・講談社）
15. 身近な化学物質
16. 環境問題（オゾン層，地球温暖化，酸性雨，環境ホルモン）
17. エネルギーと化学（燃料電池，太陽光発電，バイオマス・バイオエタノール）
18. 食の安全・水の安全
19. 機能性材料（機能性高分子，有機EL，液晶ディスプレイ，バイオセンサー）
20. 光（光触媒，光化学，光合成）
21. ナノテクノロジー
22. 毒と薬（天然物，人工物）
23. 元素の知識（参考書：「元素発見の歴史」（ウィークス・レスター著　朝倉書店），「元素と周期律」（井口洋夫・裳華房）
24. 接着の化学（参考書：「接着の科学」（竹本喜一，三刀基郷・講談社）
25. レアメタル（参考書：「レアメタルのふしぎ」（齋藤勝裕・ソフトバンク）
表 2　自主研究課題例
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発表会場1
日　　時 発表時間 題目
6月20日
10:30～10:55 25 漢方薬の化学
10:55～11:10 15 錯体の色
11:10～11:25 15 植物ホルモンと化学
11:25～12:00 35 肥料について
6月27日
10:30～10:45 15 不老不死の化学
10:45～11:00 15 魅力的な分子たち
11:00～11:15 15 有機物の今
11:15～11:30 15 銀イオンの殺菌作用
11:30～11:55 25 接着の化学
7月4日
10:30～10:45 15 クロミズム
10:45～11:20 35 薬の作用と副作用
11:20～11:35 15 塩の溶解度
11:35～11:50 15 写真の化学
7月11日
10:30～11:05 35 毒と薬
11:05～11:20 15 化粧品の化学
11:20～11:55 35 スポーツと化学
7月18日
10:30～10:45 15 アルカロイド
10:45～11:00 15 液体金属
10:00～11:15 15 ナス科植物の有用成分の研究
11:15～11:30 15 香りの化学
11:30～11:45 15 触媒と金属
発表会場2
日　　時 発表時間 題目
6月20日
10:30～10:45 15 電子軌道について
10:45～11:00 15 微生物燃料電池
11:00～11:15 15 爆発の化学
11:15～11:30 15 機能性高分子
11:30～11:45 15 超臨界流体
11:45～12:00 15 有機半導体
6月27日
10:30～10:45 15 量子化学
10:45～11:00 15 身の周りのレオロジー
11:00～11:15 15 食の化学
11:15～11:30 15 資源について
11:30～11:45 15 食感と化学
11:45～12:00 15 DNAとRNA
7月4日
10:30～10:45 15 有機物質の構造決定における手法
10:45～11:10 25 ダイオキシン類
11:10～11:25 15 量子力学・化学について
11:25～11:40 15 水の安全
11:40～11:55 15 宇宙実験
7月11日
10:30～10:45 15 新エネルギー
10:45～11:00 15 メタンハイドレート
11:00～11:15 15 タイムマシン
11:15～11:30 15 相転移
11:30～11:45 15 水の安全と食の安全
11:45～12:00 15 石油化学
7月18日
10:30～10:45 15 回折現象
10:45～11:00 15 原子力発電の今と未来
11:00～11:35 35 公害について
11:35～11:50 15 光の化学
11:50～12:05 15 光の化学
表 3　自主研究発表会プログラム（H25 年度）
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